


　①給水開始：1973（Ｓ48）年４月１日

　②施設能力：2,800ｍ3/日

　③１日平均給水量：1,612ｍ3/日（Ｒ３）

　④水源：深沢川

　⑤浄水方法：緩速ろ過

内容

熱海浄水場概要 スケジュール

年度 2021(Ｒ３) 2022(Ｒ４) 2023(Ｒ５)

熱海浄水場 平面図

沈殿池

着水井

緩速ろ過池 × ４池

浄水池

管理棟

電気室

施設更新場所

建築工事

電気工事

機械工事

土木工事

熱海浄水場施設更新事業 事業費 Ｃ≒１,７５０（百万円）

№１ №２ №３ №４
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名
称

下水道管理センター

位
置

郡山市横塚三丁目 地内

施設
概要

流域下水道への中継施設

排除
面積

533.0ha(合流区域:312.1ha 分流区
域:220.9ha)

処理
能力

中 継 41,000㎥/日(県中浄
化センターへの最大送水量)

<雨天時>

簡易処理 224,640㎥/日

直接放流 432,000㎥/日

放流
河川

逢瀬川（一級河川） ※雨天時

施設
履歴

昭和41年4月（着工）

昭和45年4月（簡易処理開始）

昭和48年4月（高級処理開始）

平成19年2月（分流地区流域接続）

平成20年3月（合流地区流域接続）
※高級処理終了

郡山駅

下水道管理センター

逢瀬川

改修概要

位置図

下水道管理センター沈砂池設備改築工事
No.5



下水道施設の耐水化
＜R2.5.21付け国土交通省通知＞
近年、水害が頻発しており下水道施設が浸水し市民生活に多大な影響を与えた事案があることから、被災時のリスクが高い
下水道施設については、対策浸水深や対策箇所の優先順位等を示す耐水化計画を令和３年度までに策定し、順次耐水化を進めること。

＜令和４年度＞実施設計（古川ポンプ場、古坦ポンプ場）

＜令和３年度：耐水化計画の策定＞
対象の下水道施設について、対策浸水深に対する短期・中期の対策（ハード・ソフト）を検討

※浸水が想定される他の下水道施設についても、順次検討していく。

古坦ポンプ場
（富久山町久保田字古坦 地内）

古川ポンプ場
（字古川 地内）

注意）写真はイメージであり、実際の設計内容とは異なります。

耐水化のイメージ

ＮＯ．６



位置図（令和元年東日本台風による浸水区域図に追記）

排水樋門の遠隔操作化

＜現状＞ 排水樋門の操作は、職員が現地で行っている。

＜課題＞ 洪水時等、避難指示が発令された場合や樋門周辺が
浸水し職員が現地へ行けない場合は操作不可となる。

＜対策＞ 排水樋門の遠隔操作化に向けた検討を進める。

（例） ６号樋門 若葉町地内

●：対象樋門（Ｎ＝１３箇所）

年度 作業項目・要望額 内容

R3年度 基本調査設計
（N=13箇所）

・既設ゲートの操作形態、稼働状況の整理
・遠隔監視操作システムの概略検討
・導入スケジュールの検討

R4年度 実施設計 ・遠隔監視操作システムの設計
・新堀川樋門、五輪下樋門、６号樋門に
関する設計

逢瀬川
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